
 

 

３年生   実践事例    

「自分たちが住んでいる醍醐のまちの良さを見つけよう」 

 

指導目標 ◎醍醐地域での大きなイベントへ多くの人に来てもらうようにするためには、どのよ

うにすればよいかを考える。 

公 共 交 通
を 教 材 と
する利点 

自分たちのまちの特徴を考え、交通手段ごとに様々なメリットやデメリットがあるこ

とに気付き、みんなが安全に移動できるために、どのような交通手段を選択すればよ

いかを理解することができる。 

対象学年 ３年生   

対応教科 総合的な学習の時間 

標準校時 １コマ   

学習構成  

１．自分たちの暮らすまちは、どのようなところだろう 

２．たくさんの人に醍醐に来てもらうためには、どうしたらいいだろう 

・自分たちの暮らすまちの特徴を考える中で、外環状線が走っていて、ク

ルマが多いことを知る。 

 

・醍醐地域で行われる大きなイベントには多くの人が集まる。クルマで参

加することにはメリットもあるが、渋滞や駐車場不足などのデメリッ

トもある。多くの人に醍醐地域に来てもらうにはどうしたらいいか、ど

のような交通手段で訪れることができるかを考える。 

 

 

３．各交通手段の良いところ悪いところを考える 

・それぞれの交通手段のメリット、デメリットを考え、良いと思うものを

発表する。 
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  【学習指導案】 

 
 

  



 

 

 

【板書写真】 

 

 

  




